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健康食品中の医薬品成分検査法の検討 
 

 生 活 科 学 部  

 

       は じ め に        

 食生活の多様化や健康ブームにより，いわゆる

健康食品の需要が急増している。健康食品には，

痩身，老化防止や滋養強壮などを期待されて種々

の商品が販売されている。近年では，インターネ

ットで海外の製品も簡単に購入でき，一部の商品

では医薬品を含有したものもあり，健康被害が増

加している。 

今回，平成 14 年に死亡事例を含む健康被害 1)2)

を起こした中国製ダイエット食品に含まれていた

Ｎ－ニトロソフェンフルラミン，フェンフルラミ

ンおよび平成 14 年から 17 年に販売されたタイ製

ダイエット食品に含まれていたビサコジル 3)につ

いて検査法の検討を行ったので報告する。 

 

       方 法        

1   試験溶液の調整 

 試料 100mg にメタノール 10ml を加えて 20 分間超

音波抽出をした後，10 分間遠心分離を行い，上澄み

液をメンブランフィルター(0.2μm)でろ過し，試料溶

液とした。分析フローを図１に示した。 

2   分析装置および条件 

 高速液体クロマトグラフ： 

島津製作所製 ＬＣ－１０ＡＤ 

カラム：関東化学製 RP-18GP(150mmx4.6mm) 

検出波長：210nm 

流速：1.0ml/min 

カラム温度：40℃ 

注入量：10 μl 

移動相： 

①Ｎ－ニトロソフェンフルラミン 

  0.1%リン酸溶液：ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ= 1 : 1 

②フェンフルラミン 

0.1%リン酸溶液：ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ:SDS= 500:500:6 

③ビサコジル 

0.1%リン酸溶液：ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ= 1 : 1 

3   試薬等 

 Ｎ－ニトロソフェンフルラミン：和光純薬 

フェンフルラミン：和光純薬 

ビサコジル：日本薬局方標準品 

その他の試薬は、和光純薬製または関東化学製。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 分析フロー 

 

 

 

 
図 2 検量線  

上：Ｎ－ニトロソフェンフルラミン 中：フェンフルラミン

下：ビサコジル 

        

試料採取  ( 100mg) 

          メタノール 10ml 

超音波抽出  20 分 

 

遠心分離    10 分 

 

上澄み液をメンブランフィルターでろ過(0.2μm) 

 

ＨＰＬＣ分析 
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表 1 添加回収試験結果 * 

 1 2 3 4 5 平均 標準偏差 変動係数 

N-ニトロソフェンフルラミン 96.9 96.7 99.9 98.5 99.6 98.3 0.01468 1.492 

フェンフルラミン 95.2 94.9 96.3 94.4 95.2 95.2 0.00708 0.743 

ビサコジル 99.7 99.7 98.6 99.2 99.5 99.4 0.00453 0.455 

 * 標準偏差以外は％。(n=5) 

 

結 果 

1   検量線 

 Ｎ－ニトロソフェンフルラミン，フェンフルラ

ミンおよびビサコジルともに，試験溶液の濃度と

して 0.1～20μg/ml の範囲で良好な直線関係が得

られた。図２にそれぞれの検量線を示した。 

2   添加回収試験 

 健康食品100mg に３種類の標準品各10μgを添加

し，添加回収試験を行った。５回行った結果を表 1 に

示した。いずれも回収率95%以上であった。 

 

ま と め              

Ｎ－ニトロソフェンフルラミン，フェンフルラ

ミンおよびビサコジルの３物質について，HPLCに

よる個別分析法を検討し良好な結果が得られた。

今後，妨害物質についての検討，グラジエント分

析法についての検討をすることによりこれら３物

質の一斉分析を検討し，さらに分析精度を高める

ため LC/MS/MS を用いる分析法の検討を行う予定

である。 
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